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会
 中
内
哲

外
Ａ
は
、
二
○
○
一
一
一
（
平
成
一
五
）
年
八
月

か
ら
の
シ
ー
ー
ズ
ン
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
試
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ー
と
し
て
は
不
合
格
で
あ
る
旨
、
同
年
二
月

七
条
一
号
本
文
違
反
、
②
本
件
団
交
拒
否
が

形
式
上
は
労
働
契
約
で
は
な
い
約
束
を
労
務
提
供
者
と
労
務
受
領
者
が
取
り
交
わ
し
て
霧
１
１
事
実
の
概
要

同
条
二
号
違
反
に
当
た
る
と
主
張
し
て
、
東

い
る
。
前
者
（
労
務
提
供
者
）
が
加
入
す
る
労
働
組
合
か
ら
、
そ
の
処
遇
や
地
位
等
に
つ

京
都
労
働
委
員
会
に
Ｘ
財
団
を
相
手
方
と
す

い
て
団
交
を
申
し
入
れ
ら
れ
た
後
者
（
労
務
受
領
者
）
は
、
こ
れ
に
応
じ
る
義
務
を
負
う
Ｕ
Ｘ
財
団
（
原
告
・
被
控
訴
人
）
が
運
る
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申
立
を
行
う
。

主
そ
れ
と
も
当
該
団
交
申
入
れ
を
拒
否
で
き
る
か
？

営
す
る
合
唱
団
に
は
、
歌
唱
技
能
を
審
査
す
初
審
（
都
労
委
決
定
平
一
七
・
五
二
○

本
件
を
含
め
従
来
、
労
組
法
三
条
に
い
う
「
労
働
者
」
概
念
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
の
間
る
試
聴
会
で
選
考
さ
れ
た
、
一
シ
ー
ズ
ン
命
令
集
一
一
一
三
集
一
一
七
頁
）
は
、
右
①
②

題
は
、
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
導
入
直
後
か
ら
す
で
に
争
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
古
典
（
毎
年
八
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
）
を
通
じ
を
判
断
す
る
前
提
と
し
て
Ａ
の
労
働
者
性

的
論
点
で
は
あ
る
も
の
の
、
労
基
法
九
条
に
い
う
「
労
働
者
」
概
念
ほ
ど
に
学
説
や
裁
判
て
す
べ
て
の
公
演
に
出
演
可
能
な
契
約
メ
ン
（
労
組
法
三
条
該
当
性
）
を
肯
定
し
、
②
に

例
等
の
蓄
積
が
な
い
た
め
、
い
ま
だ
理
論
的
に
不
鮮
明
な
部
分
を
抱
え
て
い
る
。
他
方
、
バ
ー
と
、
そ
の
都
度
の
公
演
に
出
演
可
能
な
対
す
る
救
済
を
命
ず
る
一
方
、
①
の
申
立
を

労
働
者
で
は
な
く
独
立
自
営
業
者
と
し
て
企
業
と
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
業
務
。
仕
事
を
登
録
メ
ン
バ
ー
と
が
存
在
す
る
。
Ｘ
財
団
と
棄
却
し
た
。
Ｘ
財
団
・
Ｚ
組
合
双
方
か
ら
再

請
け
負
う
個
人
が
当
該
企
業
と
の
関
係
改
善
を
求
め
て
労
働
組
合
に
よ
る
団
交
を
利
用
蕊
伽
綜
川
杜
Ｍ
１
期
剛
Ⅲ
鰯
鵲
噸
鑪
議
肌
緯
雨
繩
撚
Ⅶ
鰯
雲

し
、
そ
れ
が
法
的
紛
争
に
ま
で
及
ぶ
事
案
が
今
日
も
確
実
に
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
の
出
演
契
約
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
。
一
一
一
五
集
七
八
一
一
一
頁
）
も
、
Ａ
の
労
働
者
性
を

労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
概
念
は
、
極
め
て
現
代
的
論
点
で
も
あ
り
、
近
時
新
た
な
解
釈
一
九
九
九
（
平
成
二
）
年
八
月
か
ら
右
認
め
た
上
で
、
①
②
に
対
す
る
右
の
各
初
審

論
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

基
本
契
約
を
更
新
し
て
、
契
約
メ
ン
バ
ー
命
令
を
維
持
す
る
再
審
査
棄
却
命
令
を
発
し

（
オ
ペ
ラ
歌
手
）
と
し
て
活
動
し
て
き
た
訴
た
（
以
下
、
本
件
命
令
）
。

国
・
中
労
委
（
新
国
立
劇
場
運
営
財
団
）
事
件

の
次
期
シ
ー
ズ
ン
の
契
約
に
つ
い
て
」
を
議

東
京
高
裁
平
成
一
一
一
年
三
月
二
五
日
判
決
、
平
成
二
○
年
（
行
．
）
第
三
○
三
号
、
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
取
消
請
求
控
訴
事
件

題
と
す
る
団
交
を
Ｘ
財
団
に
申
し
入
れ
た
と

別
冊
中
時
二
一
一
七
○
号
五
九
頁

こ
ろ
、
同
財
団
は
、
Ａ
と
一
雇
用
関
係
に
な
い

初
審
命
令
都
労
委
決
定
平
一
七
・
五
・
’
○
命
令
集
一
一
一
三
集
一
一
七
頁

こ
と
を
理
由
に
当
該
団
交
申
入
れ
を
拒
否
し

再
審
査
命
令
中
労
委
決
定
平
一
八
・
六
・
七
命
令
集
一
三
五
集
七
八
一
一
一
頁

原
審
東
京
地
判
平
二
○
・
七
・
三
一
労
判
九
六
七
号
五
頁

た
へ
以
下
、
本
件
司
交
胆
否
）
。
そ
こ
で
、

下
、
本
件
不
合
格
措
置
）
。

労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
概
念
と
合
唱
団
員

同
年
一
一
一
月
四
日
、
Ａ
が
加
入
す
る
Ｚ
組
合

露

’
186

た
（
以
下
、
本
件
団
交
拒
否
）
。
そ
こ
で
、

Ｚ
組
合
は
、
①
本
件
不
合
格
措
置
が
労
組
法

（
被
告
・
控
訴
人
側
補
助
参
加
人
）
は
、
「
Ａ

二
○
日
に
Ｘ
財
団
か
ら
告
知
を
受
け
る
（
以
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②
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｘ
財
団
・
Ｚ
組
合

は
、
と
も
に
Ｙ
（
国
。
被
告
・
控
訴
人
）
を

相
手
方
と
す
る
本
件
命
令
取
消
請
求
訴
訟
を

提
起
す
る
（
な
お
本
稿
は
、
Ｘ
財
団
を
原
告

と
す
る
事
件
を
基
準
と
し
て
本
件
の
訴
訟
当

事
者
を
表
記
し
て
い
る
）
。
原
審
（
東
京
地

判
平
一
一
○
・
七
・
三
一
労
判
九
六
七
号
五

頁
）
は
、
Ｘ
財
団
の
請
求
を
認
容
し
、
労
委

が
発
し
た
団
交
応
諾
命
令
を
取
り
消
し
た
。

そ
の
判
断
は
、
①
Ａ
の
労
組
法
上
の
労
働

者
性
と
②
本
件
団
交
拒
否
の
法
的
是
非
に
と

分
か
れ
る
。
前
者
①
は
、
契
約
メ
ン
バ
ー
に

関
す
る
、
ア
。
Ｘ
財
団
へ
の
役
務
提
供
に
関

す
る
諾
否
の
自
由
の
存
否
、
イ
・
業
務
遂
行

に
関
わ
る
Ｘ
財
団
の
指
揮
命
令
の
有
無
、
ウ

．
Ｘ
財
団
か
ら
の
報
酬
、
以
上
三
点
に
着
目

の
上
、
「
契
約
メ
ン
バ
ー
は
基
本
契
約
を
締

結
す
る
だ
け
で
は
個
別
公
演
出
演
義
務
を
負

っ
て
い
な
い
上
、
個
別
公
演
出
演
契
約
を
締

結
し
な
い
限
り
、
…
［
同
］
公
演
業
務
遂
行

の
日
時
、
場
所
、
方
法
等
の
指
揮
監
督
は
及

ば
ず
、
基
本
契
約
を
締
結
し
た
だ
け
で
は
報

酬
の
支
払
い
は
な
く
、
予
定
さ
れ
た
公
演
以

外
の
出
演
を
事
実
上
で
あ
っ
て
も
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
な
ど
指
揮
命
令
、
支
配
監
督

関
係
は
希
薄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
…
Ａ

は
労
組
法
上
の
労
働
者
に
当
た
る
」
と
は
い

え
な
い
旨
、
次
い
で
後
者
②
が
、
右
判
断
か

ら
直
接
に
、
「
団
交
応
諾
…
等
を
命
じ
た
本

件
命
令
は
、
違
法
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら

（
１
）

れ
た
の
で
あ
る
。

⑩
「
当
裁
判
所
も
、
…
Ａ
の
労
働
者
性

は
こ
れ
を
否
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、

…
Ｘ
財
団
の
請
求
は
理
由
が
あ
…
る
と
判
断

す
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
に
付
け
加
え
る
ほ

か
は
、
お
お
む
ね
原
判
決
…
の
と
お
り
で
あ

る
」
。 ③
な
お
、
右
②
①
労
働
者
性
の
判
断
過

程
で
は
、
①
契
約
内
容
を
Ｘ
財
団
が
一
方
的

に
決
定
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
、
「
労
働
契

約
に
特
有
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
が
直
ち

に
法
的
な
指
揮
命
令
関
係
の
有
無
に
関
係
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
契
約
メ
ン
バ
ー
が

労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
理
由
と
は

な
ら
な
い
」
、
②
契
約
メ
ン
バ
ー
が
年
間
最

大
約
一
一
三
○
日
間
拘
束
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は

「
法
的
な
指
揮
命
令
関
係
の
有
無
に
関
係
す

る
も
の
で
は
な
」
く
、
「
拘
束
日
時
の
多
寡

や
長
短
は
労
組
法
上
の
労
働
者
性
の
判
断
基

準
と
は
な
ら
な
い
」
、
③
契
約
メ
ン
バ
ー
が

Ｘ
財
団
か
ら
の
収
入
（
年
収
約
三
○
○
万
円
）

で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
点
に
対
し
て
は
、

「
労
組
法
上
の
労
働
者
で
あ
る
か
…
は
、
法

的
な
指
揮
命
令
関
係
、
支
配
監
督
関
係
の
有

無
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
経
済

的
弱
者
で
あ
る
か
…
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の

で
は
な
い
」
、
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

主
張
を
斥
け
ら
れ
た
Ｙ
が
本
件
控
訴
に
及

（
ｏ
こ

ぶ
。

露
１
判
旨
控
訴
棄
却

②
こ
れ
に
続
け
て
、
東
京
高
裁
は
、
①

「
契
約
メ
ン
バ
ー
に
は
個
別
公
演
出
演
契
約

を
締
結
す
る
…
自
由
す
な
わ
ち
公
演
ご
と
の

労
務
提
供
の
諾
否
の
自
由
が
あ
る
こ
と
」
、

②
「
個
別
公
演
出
演
契
約
を
締
結
し
た
結
果

契
約
メ
ン
バ
ー
が
受
け
る
…
種
々
の
拘
束
は

…
オ
ペ
ラ
公
演
の
本
質
に
由
来
す
る
性
質
の

も
の
で
あ
る
こ
と
」
、
③
右
①
の
自
由
ゆ
え

に
、
「
契
約
メ
ン
バ
ー
の
Ｘ
財
団
か
ら
の
報

酬
等
に
対
す
る
収
入
の
依
存
度
と
い
っ
た
経

済
的
な
側
面
に
つ
い
て
…
も
、
…
〔
当
該
〕

出
演
契
約
の
締
結
を
判
断
す
る
過
程
で
考
慮

さ
れ
る
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
、
④
個

別
公
演
出
演
契
約
書
の
記
載
や
そ
の
運
用
・

実
態
か
ら
す
れ
ば
、
出
演
基
本
契
約
の
締
結

が
個
別
公
演
へ
の
出
演
義
務
を
包
含
す
る
と

の
Ｙ
主
張
の
解
釈
は
採
り
得
な
い
こ
と
等
を

挙
げ
、
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
Ａ
は
労
働
組
合

法
上
の
労
働
者
に
該
当
す
る
も
の
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
。

一
本
件
の
争
点
と
従
来
の
裁
判
例
・

労
委
命
令

⑩
Ｃ
Ｂ
Ｃ
管
弦
楽
団
労
組
事
件
（
最
一

小
判
昭
五
一
・
五
・
六
民
集
三
○
巻
四
号
四

三
七
頁
）
以
降
本
件
に
至
る
ま
で
、
形
式
上

は
労
働
契
約
で
は
な
い
約
束
を
取
り
交
わ
し

て
い
る
労
務
受
領
者
（
本
件
に
お
け
る
Ｘ
財

鱒
ｌ
研
究
判
旨
大
い
に
疑
問

団
）
と
労
務
提
供
者
（
同
．
オ
ペ
ラ
歌
手

Ａ
）
が
存
在
し
、
労
働
組
合
（
同
．
Ｚ
組

合
）
が
組
合
員
で
あ
る
当
該
労
務
提
供
者
の

処
遇
や
地
位
等
に
関
し
て
申
し
入
れ
た
団
交

を
労
務
受
領
者
か
ら
拒
否
さ
れ
、
こ
れ
を
労

組
法
七
条
二
号
違
反
の
不
当
労
働
行
為
に
あ

た
る
と
主
張
し
て
争
わ
れ
る
事
案
は
、
｜
定

（
３
）

数
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
問
わ
れ
る

点
は
、
当
該
労
務
提
供
者
が
、
労
務
受
領
者

に
と
っ
て
労
組
法
三
条
に
い
う
労
働
者
に
該

当
す
る
か
（
以
下
、
「
労
働
者
」
性
と
記
す
）

で
あ
っ
た
。

②
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
裁
判
例
・
労
委

命
令
は
、
両
当
事
者
が
締
結
し
た
契
約
の
形

式
（
当
事
者
意
思
）
に
依
拠
せ
ず
、
労
務
提

供
の
実
態
に
照
ら
し
客
観
的
に
判
断
す
べ
き

こ
と
、
両
者
の
関
係
が
労
働
契
約
関
係
で
あ

（
４
）

る
必
要
も
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る
。

加
え
て
、
当
該
裁
判
例
・
労
委
命
令
が

「
労
働
者
」
性
を
判
断
す
る
際
に
着
目
し
た

具
体
的
要
素
ま
で
探
る
と
、
労
基
法
上
の
労

（
５
）

働
者
（
九
条
）
該
当
性
の
判
断
枠
組
み
ほ
ど

に
精
繊
と
は
い
え
な
い
が
、
①
労
務
受
領
者

の
事
業
組
織
へ
の
労
務
提
供
者
の
組
み
入
れ

の
有
無
・
程
度
を
測
る
要
素
と
し
て
の
、
ァ

・
担
当
業
務
の
位
置
づ
け
（
核
心
部
分
か
付

随
的
な
も
の
か
）
、
イ
・
当
該
業
務
・
契
約

の
継
続
性
、
②
労
務
提
供
者
に
対
す
る
労
務

受
領
者
の
指
揮
命
令
関
係
の
存
否
・
程
度
を

測
る
要
素
と
し
て
の
、
ウ
・
業
務
遂
行
に
対

す
る
指
示
（
抽
象
的
か
具
体
的
か
）
、
エ
．
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出
退
勤
に
関
す
る
指
示
の
有
無
、
③
労
務
受

領
者
か
ら
労
務
提
供
者
に
支
払
わ
れ
る
報
酬

の
賃
金
性
（
労
務
と
の
対
価
性
）
を
測
る
要

素
と
し
て
の
、
オ
・
報
酬
算
定
方
法
／
報
酬

の
種
類
・
性
格
（
そ
の
多
寡
へ
の
関
心
は
薄

い
）
、
力
・
報
酬
の
生
計
に
占
め
る
割
合
、

④
労
務
提
供
者
の
事
業
者
性
や
労
務
受
領
者

に
対
す
る
専
属
性
を
測
る
要
素
と
し
て
の
、

キ
・
経
費
圧
縮
の
可
否
、
ク
・
他
者
と
の
取

引
・
兼
業
の
有
無
、
ヶ
・
労
務
提
供
の
代
替

性
の
有
無
、
．
・
契
約
内
容
・
条
件
に
対
す

る
従
属
性
、
⑤
労
務
受
領
者
が
あ
え
て
労
務

提
供
者
と
労
働
契
約
関
係
を
締
結
し
な
か
っ

た
可
能
性
を
測
る
指
標
と
し
て
の
、
サ
・
労

務
受
領
者
の
従
業
員
身
分
を
有
す
る
者
と
労

務
提
供
者
と
の
異
同
（
業
務
従
事
や
賃
金

（
報
酬
）
の
あ
り
方
）
、
以
上
①
～
⑤
の
領
域

に
わ
た
る
の
べ
二
個
の
い
く
つ
か
が
組
み

合
わ
さ
れ
、
か
つ
、
総
合
さ
れ
て
「
労
働

（
６
）

者
」
性
に
対
す
る
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。

二
本
件
に
対
す
る
労
委
・
裁
判
所
の

検
討
視
角
と
そ
の
評
価

㈹
で
は
、
本
件
の
Ａ
に
対
す
る
労
委
・

裁
判
所
の
各
「
労
働
者
」
性
判
断
は
、
右
一

②
で
確
認
し
た
従
来
の
そ
れ
（
と
り
わ
け
、

そ
の
判
断
要
素
・
指
標
）
と
い
か
な
る
関
係

に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

初
審
は
「
出
演
依
頼
に
対
す
る
諾
否
の
自

由
」
「
指
揮
監
督
の
有
無
」
「
時
間
的
・
場
所

的
拘
束
性
」
「
専
属
性
」
「
労
務
提
供
に
対
す

ろ
報
酬
の
対
価
性
」
（
命
令
集
一
三
二
集
一

一
一
一
四
～
一
三
八
頁
）
に
、
中
労
委
は
少
な
く

と
も
右
一
②
ウ
・
オ
（
命
令
集
一
三
五
集
八

一
一
頁
）
に
、
原
判
決
（
お
よ
び
、
そ
れ
を

支
持
。
引
用
し
た
本
判
決
）
は
当
該
「
諾
否

の
自
由
」
「
指
揮
監
督
の
有
無
」
と
右
一
②

オ
（
労
判
九
六
七
号
一
五
頁
～
一
七
頁
）
に

注
目
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
初
審
が
労
基
法
上
の
労
働

（
７
）

者
性
、
中
労
委
が
従
来
の
「
労
働
者
」
性

（
右
一
②
）
、
裁
判
所
が
そ
の
両
者
の
判
断
要

素
に
依
拠
し
、
一
見
あ
だ
か
も
三
者
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
立
場
・
視
角
で
本
件
に
対
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
出
演

依
頼
に
対
す
る
諾
否
の
自
由
」
は
右
一
②
①

②
④
を
測
る
要
素
と
し
て
、
「
時
間
的
。
場

所
的
拘
束
」
は
同
②
を
補
強
す
る
要
素
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
「
指
揮
命
令
の

有
無
」
「
労
務
提
供
に
対
す
る
報
酬
の
対
価

性
」
「
専
属
性
」
は
ま
さ
に
右
一
②
②
③
④

に
示
し
た
各
領
域
の
指
標
そ
の
も
の
で
あ
る

し
、
何
よ
り
、
労
組
法
と
労
基
法
上
の
各
労

働
者
概
念
が
厳
密
に
は
別
個
な
も
の
と
は
い

（
８
）

え
、
そ
の
核
た
る
部
分
（
Ⅱ
使
用
者
と
労
働

契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
）
で
は
重
な

り
合
う
以
上
、
両
「
労
働
者
」
性
の
判
断
要

素
・
指
標
が
重
複
あ
る
い
は
類
似
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
そ
う
で
あ
れ
ば
、
労
委
と
裁
判
所
と

は
、
従
来
の
判
断
枠
組
み
に
も
相
似
し
、
か

つ
、
ほ
ぼ
共
通
の
判
断
指
標
・
要
素
を
基
盤

と
し
て
本
件
に
臨
ん
だ
は
ず
で
あ
る
が
、
全

く
逆
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ
の
原
因
。
理
由

は
、
原
判
決
に
対
し
て
公
に
さ
れ
た
評
価
の

中
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
と
く
に
「
出
演
依
頼
に
対
す
る
諾
否
の

自
由
」
と
の
関
係
で
、
労
委
と
異
な
り
原
判

決
は
、
出
演
基
本
契
約
と
個
別
公
演
出
演
契

約
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
り
、
前
者
の
締

結
だ
け
で
「
労
働
者
」
性
に
対
す
る
判
断
を

進
め
た
点
（
事
実
の
概
要
②
参
照
）
や
、
従

来
の
「
労
働
者
」
性
判
断
で
は
、
そ
れ
を
肯

定
す
る
方
向
に
働
く
諸
要
素
（
右
一
②
ウ
・

エ
・
力
・
ク
・
己
の
多
く
を
消
極
的
に
解

し
た
点
で
あ
る
（
事
実
の
概
要
③
①
～
③
参

（
９
）

照
）
。な
お
、
本
判
決
は
、
原
判
決
で
切
り
離
さ

れ
て
い
た
右
二
契
約
を
結
び
つ
け
た
上
で
、

契
約
メ
ン
バ
ー
に
課
せ
ら
れ
る
本
番
出
演
。

そ
れ
に
向
け
た
稽
古
・
指
揮
者
や
音
楽
監
督

か
ら
の
指
導
と
い
っ
た
諸
拘
束
を
オ
ペ
ラ
公

演
の
本
質
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
、
Ｘ
財

団
か
ら
の
指
揮
命
令
関
係
．
そ
れ
へ
の
専
属

性
を
測
る
要
素
（
右
一
②
ゥ
。
ェ
・
ク
・

己
を
よ
り
否
定
的
に
解
す
る
等
も
し
て
い

る
（
判
旨
②
な
か
で
も
②
参
照
）
。

③
本
件
に
お
け
る
裁
判
所
（
東
京
地
・

高
裁
）
が
「
労
組
法
上
の
労
働
者
…
は
、
法

的
な
指
揮
命
令
関
係
、
支
配
監
督
関
係
の
有

無
に
よ
り
判
断
す
べ
き
」
と
し
、
取
り
上
げ

た
三
つ
の
判
断
要
素
の
う
ち
（
事
実
の
概
要

②
①
ア
ー
ウ
参
照
）
、
イ
「
指
揮
監
督
の
有

無
」
で
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
番
へ

の
出
演
・
稽
古
・
指
揮
者
等
か
ら
の
指
導
が

「
オ
ペ
ラ
公
演
の
本
質
に
由
来
す
る
」
も
の

と
評
価
さ
れ
（
判
旨
②
②
参
照
。
地
裁
も
労

判
九
六
七
号
一
七
頁
で
言
及
）
、
ウ
「
報
酬

の
あ
り
方
」
に
関
わ
る
事
情
も
消
極
的
に
解

さ
れ
た
反
面
（
事
実
の
概
要
③
③
．
判
旨
②

③
参
照
）
、
ァ
「
諾
否
の
自
由
」
が
強
く
作

用
し
て
（
判
旨
②
①
参
照
。
地
裁
は
、
各
要

素
の
中
で
最
も
多
く
の
頁
を
割
い
て
労
判
九

六
七
号
一
五
頁
以
下
で
言
及
）
、
裁
判
所
で

は
、
本
件
契
約
メ
ン
バ
ー
の
「
労
働
者
」
性

が
否
定
さ
れ
た
と
理
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
評
者
は
、
少
な
く
と
も
、
①
右
の
判
断

過
程
で
は
、
労
委
に
よ
る
各
判
断
要
素
の
評

価
が
結
果
と
し
て
こ
と
ご
と
く
覆
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
（
れ
だ
け
）
の
理
由
が
積

極
的
に
語
ら
れ
て
い
る
と
は
受
け
止
め
ら
れ

ず
、
し
か
も
、
②
従
来
な
ら
「
労
働
者
」
性

を
肯
定
す
る
事
情
で
あ
る
「
契
約
内
容
の
一

方
的
決
定
性
」
「
長
期
に
わ
た
る
時
間
的
拘

束
」
「
報
酬
に
対
す
る
生
計
の
依
存
度
」
を

排
除
し
て
ま
で
（
事
実
の
概
要
③
①
～
③
。

判
旨
②
③
参
照
）
裁
判
所
が
本
件
で
判
断
し

よ
う
と
す
る
「
法
的
な
指
揮
命
令
関
係
・
支

配
監
督
関
係
」
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
内

容
な
の
か
捉
え
き
れ
な
い
、
と
い
う
二
点
の

疑
問
を
抱
く
。

ま
た
、
本
件
と
時
系
列
上
接
近
し
て
労
組

法
上
の
労
働
者
性
が
問
わ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
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本
件
の
裁
判
所
で
は
「
労
働
者
」
性
が
否

定
さ
れ
た
た
め
言
及
が
な
か
っ
た
が
（
事
実

の
概
要
②
②
参
照
）
、
初
審
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
（
命
令
集
一
一
一
三
集
一
四
○
頁
以
下

参
照
）
、
従
来
は
、
労
務
提
供
者
が
労
組
法

三
条
に
い
う
労
働
者
に
該
当
す
れ
ば
、
そ
の

労
務
提
供
者
と
一
厘
用
関
係
に
な
い
こ
と
を
理

由
に
申
し
入
れ
ら
れ
た
団
交
を
労
務
受
領
者

が
拒
否
す
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
が
義
務
的

団
交
事
項
で
あ
る
限
り
、
不
当
労
働
行
為
と

評
価
さ
れ
て
き
た
（
右
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
件
東
京
地
裁
判
決
も
参
照
）
。
つ
ま

り
、
労
務
提
供
者
の
「
労
働
者
」
性
が
肯
定

さ
れ
る
と
、
労
務
受
領
者
が
反
射
的
に
労
組

法
上
の
使
用
者
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
近
時
、
学
説
で
は
、
こ
の

よ
う
な
団
交
拒
否
事
件
の
場
合
、
当
該
労
務

提
供
者
が
曰
労
務
受
領
者
が
］
雇
用
す
る

労
働
者
」
（
労
組
法
七
条
二
号
）
に
該
当
す

ン
テ
ナ
ン
ス
事
件
東
京
地
裁
判
決
（
平
二
一

・
四
・
二
二
別
冊
中
時
一
一
一
一
七
一
号
六
一
一
一

頁
）
［
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
積
極
］

が
、
本
件
の
裁
判
所
で
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ

た
「
時
間
的
・
場
所
的
拘
束
性
」
「
報
酬
の

労
務
対
価
（
Ⅱ
賃
金
）
性
」
も
判
断
要
素
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
原

判
決
お
よ
び
本
判
決
に
お
け
る
「
労
働
者
」

性
判
断
に
関
わ
る
部
分
は
、
ま
す
ま
す
理
解

に
苦
し
む
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
お
わ
り
に

る
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
と
の
見

（
皿
）

解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
労
組
法
一
二
条
・
七

条
二
号
の
解
釈
に
対
す
る
新
た
な
視
点
と
し

て
大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
だ
け
に
、
そ

の
議
論
の
深
化
や
裁
判
例
・
労
委
命
令
の
動

向
を
今
後
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た

本
件
不
合
格
措
置
は
、
た
と
え
Ａ
の
「
労
働

者
」
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
労
組
法

七
条
一
号
本
文
違
反
の
不
当
労
働
行
為
に
該

当
す
る
と
ま
で
は
評
価
で
き
ず
、
そ
の
意
味

で
、
本
判
決
の
結
論
に
異
議
は
な
い
。

な
お
、
Ａ
は
、
Ｘ
財
団
を
相
手
方
と
す
る

地
位
確
認
等
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
第

一
審
（
東
京
地
判
平
一
八
・
三
。
一
一
一
○
労
判

九
一
八
号
五
五
頁
）
控
訴
審
（
東
京
高
判
平

一
九
・
五
・
一
六
労
判
九
四
四
号
五
二
頁
）

上
告
（
受
理
由
‐
立
）
審
（
最
二
小
決
平
二
一

・
三
・
一
一
七
判
例
集
未
掲
載
）
い
ず
れ
も
そ

の
主
張
を
斥
け
、
Ａ
の
敗
訴
が
確
定
し
た
。

本
判
決
に
言
及
し
た
、
鎌
田
耕
一
「
労
組

法
上
の
労
働
者
概
念
」
労
旬
一
六
九
六
号

（
二
○
○
九
年
）
四
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
）
同
判
決
は
、
「
Ａ
は
労
組
法
上
の
労
働
者

と
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
件
不
合
格
措
置
に
つ

い
て
、
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
は

な
い
」
と
し
て
、
Ｚ
組
合
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

（
２
）
Ｚ
組
合
も
、
原
審
で
自
ら
の
請
求
を
棄
却

さ
れ
た
た
め
、
控
訴
に
及
ん
で
い
る
。

（
３
）
さ
し
あ
た
り
、
中
内
哲
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ッ

選
手
と
集
団
的
労
働
法
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
一

○
八
号
（
一
一
○
○
六
年
）
一
三
九
頁
（
と
く
に
一

四
四
頁
脚
註
⑭
⑮
に
掲
げ
ら
れ
た
事
件
参
照
）
の

ほ
か
、
近
時
の
事
案
と
し
て
、
大
阪
府
労
委
（
ア

サ
ヒ
急
配
）
事
件
・
大
阪
地
判
平
一
九
・
四
・
二

五
労
判
九
六
三
号
六
八
頁
［
運
送
委
託
契
約
者
・

積
極
］
、
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
事
件
（
中
労
委
決
定
平
二
○
・
二
・
二
○
別
冊

中
時
一
三
六
○
号
三
九
頁
）
［
個
人
代
行
店
・
積

極
］
等
参
照
。

（
４
）
例
え
ば
、
ア
サ
ヒ
急
配
ほ
か
一
者
事
件
・

大
阪
府
労
委
決
定
平
一
七
・
一
二
・
七
命
令
集
一

三
三
集
八
一
八
頁
で
は
、
「
労
働
組
合
法
上
の
労

働
者
と
は
、
使
用
者
と
の
契
約
の
形
態
や
そ
の
名

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
雇
用
契
約
下
に
あ
る
者
と

同
程
度
の
使
用
従
属
関
係
に
あ
る
者
、
又
は
労
働

組
合
法
上
の
保
護
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
労
務

供
給
契
約
下
に
あ
る
者
」
で
、
当
該
労
働
者
で
あ

る
か
は
、
労
務
提
供
者
の
「
実
態
に
着
目
し
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
」
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
最
も
整
理
さ
れ
た
一
般
論
を
展
開
し
た
裁

判
例
と
し
て
、
新
宿
労
基
署
長
（
映
画
撮
影
技

師
）
事
件
・
東
京
高
判
平
一
四
・
七
・
二
労
判

八
三
一
一
号
一
一
一
一
頁
が
あ
る
。
東
京
高
裁
は
、
労
基

法
上
の
労
働
者
を
「
そ
の
実
態
が
使
用
従
属
関
係

の
下
に
お
け
る
労
務
の
提
供
と
評
価
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
」
か
で
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
使
用

従
属
関
係
の
有
無
を
判
断
す
る
諸
般
の
事
情
と
し

て
、
①
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
関
係
の
存
否
・

内
容
、
②
支
払
わ
れ
る
報
酬
の
性
格
・
額
、
③
労

務
受
領
者
と
労
務
提
供
者
と
の
間
に
お
け
る
具
体

的
な
仕
事
の
依
頼
、
④
業
務
指
示
等
に
対
す
る
諾

否
の
自
由
の
有
無
、
⑤
時
間
的
・
場
所
的
拘
束
性

の
有
無
・
程
度
、
⑥
労
務
提
供
の
代
替
性
の
有

無
、
⑦
機
械
・
器
具
の
負
担
関
係
、
⑧
専
属
性
の

程
度
、
⑨
使
用
者
の
服
務
規
律
の
適
用
の
有
無
、

⑩
公
租
公
課
の
負
担
関
係
を
例
示
列
挙
す
る
。

（
６
）
中
内
・
前
掲
註
（
３
）
論
文
一
四
五
頁
以

下
参
照
。

（
７
）
前
掲
注
（
５
）
参
照
。

（
８
）
菅
野
和
夫
『
労
働
法
［
第
八
版
置
（
弘
文

堂
、
二
○
○
八
年
）
四
八
○
頁
、
西
谷
敏
『
労
働

法
』
（
日
本
評
論
社
、
二
○
○
八
年
）
四
五
九
頁

等
参
照
。

（
９
）
水
町
勇
一
郎
「
原
審
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
三

七
二
号
（
二
○
○
九
年
）
一
九
二
頁
（
と
く
に
一

九
五
頁
Ｖ
）
参
照
。
評
者
は
、
そ
の
批
判
点
に
も

共
感
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
原
判
決
に
対
す
る
評
釈
と
し
て
、

松
本
恵
美
子
・
労
旬
一
六
七
九
号
（
二
○
○
八

年
）
二
九
頁
、
道
幸
哲
也
・
労
旬
一
六
八
七
Ⅱ
八

八
合
併
号
（
二
○
○
九
年
）
五
五
頁
、
大
内
伸
哉

・
ジ
ュ
リ
平
成
二
○
年
度
重
判
解
（
二
○
○
九

年
）
二
六
二
頁
、
西
村
健
一
郎
・
季
労
一
一
二
四
号

（
二
○
○
九
年
）
一
三
一
頁
が
あ
る
。

（
皿
）
野
田
進
「
就
業
の
『
非
一
厘
用
化
』
と
労
組

法
上
の
労
働
者
性
」
労
旬
一
六
七
九
号
（
二
○
○

八
年
）
六
頁
（
と
く
に
九
頁
以
下
）
、
道
幸
・
前

掲
註
（
９
）
論
文
六
三
頁
以
下
参
照
。

Ａ
の
「
労
働
者
」
性
を
認
め
つ
つ
「
Ｘ
財
団
が

…
［
Ａ
］
の
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
団
体
交
渉
応

諾
義
務
を
負
う
使
用
者
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
…

考
察
が
必
要
で
あ
る
」
（
命
令
集
一
三
五
集
八
一

一
「
頁
）
と
述
べ
た
本
件
の
中
労
委
は
、
こ
の
見
解

と
同
旨
か
。

（
な
か
う
ち
．
さ
と
し
熊
本
大
学
准
教
授
）鰯
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